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皆様からいただいた会費は

このように使われています

▲幼雅園児と楽しい時間を過ごして元気をもらいます
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会
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に
ご
協
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下
さ
い自分の掛か り付 け病院や

治療中の病名 緊急連絡先

をこのカー ドに .Lし 、万が

一助 けを呼んだ際に役立て

られ るようにと、65才 以 上

の希望者に、無料でお作 り

しています。

ご希望す る方 はお気軽に

社会福祉協議会までご連絡

下さい。   _

【TEL 88-2940】

一 般 会 員 会 費   1,000円 以 上

市内に居住し、社会福祉協議会の趣旨、目的、

事業に賛同する世帯及び個人

法 人 ・ 団 体 会 費 5,000円 以 上

市内に所在し、社会福祉協議会の趣旨、目的、

事業に賛同する団体、企業、社会福ネ[施設等



高齢者健康軽悴操
～ 歩 Ct tt Ct～

6月 23口  生きがい健康軽体操の「歩

け歩けJが、21名参加して行われました。

これ ,ま 月 2 Fl保 健センターで行われ

る健康軽体操に普段から参加 されている

方々が、日頃鍛えた足腰で実際にFtい距

離を歩いてみようとい うものです。

当いは、奥羽 荘を |1発 して大台 の

|● 際の道を約 1時間かけて歩きました。

普rjか ら健康軽体操で鍛えていることか

ら、すばらしい自然を楽 しみながら、お

よそ 2kmの 距離を元気に歩くことがで

きました。

▲仲間と歩くことが元気の秘訣です

社会福祉協議会太田支所 イ 卜紹介ベ ン

―ム暮 5し 高齢者 の集 い

△職人のワザに興味津々です

5,J13口 に一人暮 らし高齢者の集いが314参加

して開催 され、仙北市角館の権細 i伝承館を見学

してきました。様々な樺細Iやそ″)製作実演の見

学、自岩llt 普の生活用品を伝承館の館長から.l

明していただき 興味深く聞いていました.特に

世刹工の製作実演の所では、その作業風景を食い

入るように見つめていました。

また、書の生活用品のPFでは 「ちいせ頃はこう

い う物を使ってらった。Jと 懐かしそ うに昔のこ

とを思い出していました.

Φ望温裏お楽 しみ開放0

▲華やかな踊 りが皆さんを若返らせます

中里温 ll・ のご好意で、一人暮らL′ 高齢者の方な

どに無料開放する目を設けていただきました。

これは、中■温泉が地域貢献の一環 として、一

人暮 らし高齢者の方などが集まり楽 しむ機会を提

lLしてくださるものです.

当曖は、社協を通 じて集まった皆 さんに、地元

太日の方が唄やRTlり を技露 してくださいました.

様々な衣装をンに着け、音楽に合わせて踊る芸達

者な方々に皆さんが感心 していました。

次回は8月 17円 を予定しています。


